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【第 1問】　光合成に関する次の文章を読み、以下の問い（問 1～問 4）に答えよ。
　（解答番号　 1 － 10 ）

光合成は、生物が（1）光エネルギーを利用してATPを合成し、次に、（2）合成したATP
を利用して、外界から取り入れた二酸化炭素からデンプンなどの有機物を合成するはたら
きである。
植物や藻類の光合成の場として葉緑体がある。葉緑体での光合成の反応は、（　ア　）
における光が直接関係する反応段階と、（　イ　）における（3）光が直接関係しない反応段
階の 2つに大きく分けられる。
光が直接関係する反応段階は、光エネルギーによって引き起こされる、（　ア　）膜上
の光化学系 II から光化学系 I へとつながる電子伝達である。光化学系 II では、反応中心
の（　ウ　）がエネルギーを受け取ると、活性型になり電子を放出するが、これを還元し
てもとに戻すのは、（　エ　）から引き抜かれる電子である。光化学系 I では、反応中心
の（　ウ　）から飛び出した電子は、最終的に（　オ　）に渡されて（　カ　）が生じ
る。
（　エ　）の分解で生じたH＋は濃縮され、濃度勾配に従って（　ア　）の外側に流れ
出そうとする。こうしたH＋の流れのエネルギーを利用して、ATP合成酵素が（　キ　）
をリン酸化して、ATPを生産する。

問 1　文章中の空欄（ア）～（ウ）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑨のう
ちからそれぞれ一つずつ選べ。　ア　 1 　　イ　 2 　　ウ　 3

①　マトリックス
②　クリステ
③　ストロマ
④　チラコイド
⑤　ATP合成酵素
⑥　ATP分解酵素
⑦　クロロフィル
⑧　RuBP
⑨　PGA
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問 2　文章中の空欄（エ）～（キ）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑨のう
ちからそれぞれ一つずつ選べ。　エ　 4 　　オ　 5 　　カ　 6 　　キ　 7

①　ADP
②　GFP
③　CO2
④　O2
⑤　H2O
⑥　NADH	
⑦　NADPH
⑧　NADP＋

⑨　NAD＋

問 3　文章中の下線部（ 1）、（ 2）のはたらきを表す語句として最も適当なものを、次の
①～⑨のうちから一つずつ選べ。　（ 1）　 8 　　（ 2）　 9

①　乳酸発酵
②　アルコール発酵
③　解糖系
④　クエン酸回路
⑤　化学合成
⑥　カルビン・ベンソン回路
⑦　窒素同化
⑧　酸化的リン酸化
⑨　光リン酸化
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問 4　文章中の下線部（ 3）の反応段階において、空気中の CO2は、まず C5化合物と反
応して C3化合物が生じる。この反応を促進する酵素として最も適当なものを、次の
①～⑨のうちから一つ選べ。　 10

①　RuBP
②　PGA
③　RubisCO（ルビスコ）
④　ATP合成酵素
⑤　ATP分解酵素
⑥　NADH
⑦　NAD＋

⑧　NADPH
⑨　FAD
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【第 2問】　遺伝子および遺伝子操作の技術に関する次の文章（A・B）を読み、以下の問
い（問 1～問 6）に答えよ。（解答番号　 11 － 20 ）

A　通常、からだを構成する細胞はすべて同じ遺伝情報をもっているが、これは細胞が分
裂する際、DNAが複製されてそれぞれの細胞に分配されるためである。DNA複製では、
DNA 1 分子からそれとまったく同じ塩基配列をもつDNAが 2分子できる。（1）DNA二重
らせんの各鎖の塩基配列は互いの塩基配列と正確に相補的になっており、それぞれの
DNA鎖が鋳型となってDNAが複製される。したがって、複製された新しいDNA二重
鎖のうち 1つの鎖は鋳型となったDNA由来のものである。
DNA複製は、複製開始点と呼ばれるDNA上の特別な塩基配列において（　ア　）が
2本鎖間の水素結合を切断し、DNAを部分的に 1本鎖にすることから始まる。この 2本
鎖 DNAの水素結合が解離してできるY字型の領域は複製フォークと呼ばれ、この部分
に（　ア　）を含むさまざまな分子が結合し、DNAをほどきながら両方向にDNAが複
製されていく。DNA鎖の合成には、DNA鎖の3’ 末端の水酸基（-OH）に新たなヌクレ
オチドを付加する反応を触媒する（　イ　）に加え、鋳型の塩基配列に相補的な配列をも
つ短い核酸断片も必須である。（　イ　）は短い核酸断片を足がかりにして5’ 末端から3’
末端方向へDNAを合成していく。リーディング鎖の場合、DNA鎖の合成は複製フォー
クが進む方向と同じ向きに連続的に合成されていく。一方で、ラギング鎖ではDNA鎖が
逆向きになっているので、リーディング鎖とは異なる様式でDNA鎖が合成されていく。
ラギング鎖では複製フォークの進行方向に不連続に短いDNA断片が合成され、これが
（　ウ　）によって連結されることでDNA鎖が伸長する。

問 1　文章中の空欄（ア）～（ウ）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑦のう
ちから一つずつ選べ。　ア　 11 　　イ　 12 　　ウ　 13

①　DNAポリメラーゼ
②　DNAヘリカーゼ
③　DNAリガーゼ
④　RNAポリメラーゼ
⑤　テロメラーゼ
⑥　制限酵素
⑦　逆転写酵素
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問 2　DNAの複製に関する記述として誤っているものを、次の①～⑧のうちから三つ選
べ。　 14 　　 15 　　 16 　（順不同）

①　文章中の下線部（ 1）のような複製のしくみは保存的複製と呼ばれる。
②　文章中の下線部（ 1）のような複製のしくみを証明したのはメセルソンとスター
ルである。

③　DNAが複製される際に合成されるプライマーはDNAである。
④　複製フォークの進行方向に不連続に合成される短いDNA断片は、5’末端から3’
末端方向に伸長する。

⑤　複製フォークの進行方向に不連続に合成される短いDNA断片は岡崎フラグメン
トと呼ばれる。

⑥　真核生物のDNAの場合、複製開始点はDNA内部に複数存在していて複製は同
時に起こる。

⑦　DNAポリメラーゼは、誤った塩基をもつヌクレオチドが挿入された場合、それ
を取り除くことができる。

⑧　真核生物の正常な細胞の場合、短くなったテロメアはテロメラーゼによって伸長
される。

問 3　ある生物の染色体DNA中の塩基の割合を調べたところ、グアニンとシトシンの合
計が38％であった。この染色体DNAの二重鎖のうち、一方の鎖におけるアデニンの
割合は14％で、シトシンの割合は30％であった。この生物の染色体DNAにおけるチ
ミンの割合として最も適当なものを、次の①～⑨のうちから一つ選べ。　 17

①　10％
②　13％
③　20％
④　25％
⑤　30％
⑥　31％
⑦　40％
⑧　46％ 
⑨　50％
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B　生物のもつ機能を利用する技術はバイオテクノロジーと呼ばれ、現在さまざまな分野
で応用されている。PCR 法（ポリメラーゼ連鎖反応法）は細胞がDNAを複製するメカ
ニズムを利用したバイオテクノロジーのひとつで、微量のDNAサンプルから特定の遺伝
子領域だけを指数関数的に増幅することができる技術である。PCR法は医学領域でも広
く利用されており、PCR法で増幅したDNAは変異遺伝子の検出やDNA鑑定、遺伝子組
換え実験などに使用されている。

問 4　問題削除
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問 5　PCR 法で図 1の下線部のDNA配列を増幅する場合、使用するプライマーの組み
合わせとして最も適当なものを、以下の①～⑧のうちから一つ選べ。　 19

図 1

5 ’-GGATCGGAAGCTATCTATCGATTATATTTATTGCATGCGTCATATT

CCGCGATCTATCCCTTTCCTGTAAGCCGAATTATACTAAATTCTGTAGT

CTTATCCGGTAGCTACGTACCCGTACGTACCCGGGGAATAGACGTACTTG

TACCAGGTATGTAGTATTTATTAAAAGTCATTGCATACGTAATAACGGG

GTACTTTGCTTACTTATTGGTCTTAAGGCAGCAGTCATGCATGCAAGGCC

GATGACGTAGCCGTAGTGCTATGCATCGGGATTGCTACCGGATGAAATGC

ATCGATCAG- 3 ’

DNA二本鎖のうち、一方の鎖の5’ 側からの配列のみを記してある。

①　5’-AGTATAAGGCGCTAGATAGG-3’、5’-ATGCAAGGCCGATGACGTAG-3’
②　5’-AGTATAAGGCGCTAGATAGG-3’、5’-TACGTTCCGGCTACTGCATC-3’
③　5’-AGTATAAGGCGCTAGATAGG-3’、5’-GATGCAGTAGCCGGAACGTA-3’
④　5’-AGTATAAGGCGCTAGATAGG-3’、5’-CTACGTCATCGGCCTTGCAT-3’
⑤　5’-TCATATTCCGCGATCTATCC-3’、5’-ATGCAAGGCCGATGACGTAG-3’
⑥　5’-TCATATTCCGCGATCTATCC-3’、5’-TACGTTCCGGCTACTGCATC-3’
⑦　5’-TCATATTCCGCGATCTATCC-3’、5’-GATGCAGTAGCCGGAACGTA-3’
⑧　5’-TCATATTCCGCGATCTATCC-3’、5’-CTACGTCATCGGCCTTGCAT-3’
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問 6　遺伝子の変異は、時として薬の効果に大きな影響を及ぼす。EGFR（上皮成長因子
受容体）は細胞の増殖に関わるタンパク質のひとつで、がん細胞の増殖にも深く関わ
っている。このタンパク質をつくり出すEGFR 遺伝子に変異を有する肺がんには
EGFR 阻害薬が効果的であることが報告されている。EGFR遺伝子の変異でよくみ
られるのは19番目のエキソンにおける15塩基の欠失と21番目のエキソンにおける塩基
配列の変化による858番目のアミノ酸の置換である。
　これらのEGFR遺伝子の変異を検出するため、肺がん患者（A～D）のがん細胞
からゲノムDNAを抽出して、EGFR遺伝子の19番目と21番目のエキソンのDNA配
列の一部を PCR法で増幅した。そして、増幅されたDNA断片をアガロースゲル電
気泳動で確認した（図 2）。19番目のエキソンを増幅するのに用いたプライマーは欠
失領域を挟むように設計されており、正常に DNAが増幅されれば、増幅される
DNA断片の長さは150塩基対（bp）になる。また、21番目のエキソンを増幅するの
に用いたプライマーは変異型EGFR遺伝子のみを検出するように設計されており、
増幅されるDNA断片の長さは250 bp である。EGFR遺伝子に変異をもっていない
患者として最も適当なものを、以下の①～⑤のうちから一つ選べ。ただし、ここでは
EGFR遺伝子に上記以外の変異はないものとする。　 20

図 2
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250bp

150bp
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100bp

200bp

19 番目のエキソン 21 番目のエキソン

1 ～ 4 レーンは19番目のエキソンのDNA配列の一部を増幅したDNA断片を、
5～ 8レーンは21番目のエキソンのDNA配列の一部を増幅したDNA断片を泳
動した結果である。一番右端のレーンにはサイズマーカーを泳動してあり、バン
ドの間隔は50塩基対（bp）刻みになっている。

①　A
②　B
③　C
④　D
⑤　A～Dの患者全て
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【第 3問】　動物の発生のしくみに関する次の文章（A・B）を読み、以下の問い（問 1～
問 5）に答えよ。（解答番号　 21 － 30 ）

A　カエルの未受精卵は、動物極と植物極を結ぶ軸に沿って回転相称である。受精すると
き、精子の進入位置によって、（　ア　）が決まる。また、ショウジョウバエの卵は、側
方から見るとほぼ楕円形だが平らな側があり、楕円の長軸は胚の（　イ　）に一致する。
動物の卵には、胚の初期発生に必要なmRNAやタンパク質が蓄えられており、これら
を母性因子という。受精卵内における母性因子の偏りやそのはたらきが動物の体軸の決定
に関与することが明らかになっている。
ショウジョウバエの卵に局在するmRNAは、胚の前後軸の形成において重要な役割を
果たしている。ショウジョウバエの未受精卵の前端部と後端部には、それぞれビコイド
mRNA とナノスmRNA が蓄積されている。また、ハンチバックmRNA とコーダル
mRNAがほぼ均等に貯えられている。受精後、これらのmRNAの翻訳が開始され、ビコ
イドタンパク質、ナノスタンパク質、ハンチバックタンパク質、コーダルタンパク質がつ
くられる。ビコイドタンパク質は、コーダルmRNAの翻訳を阻害し、ナノスタンパク質
は、ハンチバックmRNAの翻訳を阻害する。それらは、（1）胚の前後軸に沿った濃度勾配
を生じる。
ショウジョウバエの体節は、母性因子の濃度勾配に従い、調節遺伝子群が段階的に発現
することで形成される。最初に（　ウ　）が発現し、この遺伝子群により胚のおおまかな
領域の区画化が起こる。次に、（　ウ　）から合成されるタンパク質の濃度に応じて、
（　エ　）が、胚の前端部と後端部を除く部位に 7本の帯状パターンを形成する。続いて、
（　エ　）が発現していた領域に（　オ　）が発現する。その結果、体節の14区分が決定
する。

問 1　文章中の空欄（ア）、（イ）に入る語句の組み合わせとして最も適当なものを、次の
①～⑧のうちから一つ選べ。　 21

ア イ
① 前後軸 前後軸
② 前後軸 背腹軸
③ 前後軸 左右軸
④ 背腹軸 背腹軸
⑤ 背腹軸 前後軸
⑥ 背腹軸 左右軸
⑦ 左右軸 左右軸
⑧ 左右軸 背腹軸
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問 2　文章中の空欄（ウ）～（オ）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑧のう
ちからそれぞれ一つずつ選べ。　ウ　 22 　　エ　 23 　　オ　 24

①　ホメオティック遺伝子群
②　ペアルール遺伝子群
③　アンテナペディア遺伝子群
④　クリスタリン遺伝子群
⑤　セグメントポラリティ遺伝子群
⑥　バイソラックス遺伝子群
⑦　ギャップ遺伝子群
⑧　Hox 遺伝子群
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問 3　文章中の下線部（ 1）に関する次の図は、ショウジョウバエの前後軸決定における
mRNAの濃度とタンパク質の濃度を示したものである。
　図の a、bに入る語句として最も適当なものを、次の①～⑧のうちからそれぞれ一
つずつ選べ。　a　 25 　　b　 26

高

低
前端部 後端部

m
R
N
A
の
濃
度

a

b
高

低
前端部 後端部

タ
ン
パ
ク
質
の
濃
度

※上の図と下の図の線の種類は対応しているものとする。

図

①　ビコイドmRNA
②　ビコイドタンパク質
③　ナノスmRNA
④　ナノスタンパク質
⑤　ハンチバックmRNA
⑥　ハンチバックタンパク質
⑦　コーダルmRNA
⑧　コーダルタンパク質
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B　胚の特定の部分が、その近くの未分化の細胞群に作用して、特定の器官への分化を促
すはたらきを誘導という。カエルやイモリなどの胞胚では、植物極側の予定内胚葉は、隣
接する予定外胚葉域の細胞にはたらきかけて中胚葉を誘導する。このはたらきを中胚葉誘
導という。中胚葉誘導を引き起こす物質は（　カ　）と呼ばれ、予定内胚葉で合成される。
中胚葉誘導は、（2）胞胚を動物極側と植物極側で切り分け、それぞれを培養したものと、両
者を組み合わせて培養したものについて、組織の分化を調べた実験により発見された。
中胚葉誘導が見られる胞胚期の胚では、背側の領域に βカテニンが多く蓄積されてい
る。βカテニンを多く含む背側の予定内胚葉は、形成体と呼ばれる特別なはたらきをもつ
背側の中胚葉を誘導する。形成体は、原腸形成とともに胚の内部へ移動して予定外胚葉域
の内側に位置する。この一連の過程で、中胚葉域から誘導物質が分泌され、その結果、中
胚葉域に裏打ちされた外胚葉域から神経管が誘導される。
神経管の誘導には、形成体から分泌される（　キ　）と呼ばれるタンパク質と（　ク　）

と呼ばれるタンパク質がかかわっている。（　ク　）が細胞の受容体に結合すると外胚葉
は表皮に分化する。一方、（　キ　）が（　ク　）と結合することで、（　ク　）と受容体
の結合を阻害し、その結果、外胚葉は神経に分化する。

問 4　文章中の空欄（カ）～（ク）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑨のう
ちからそれぞれ一つずつ選べ。　カ　 27 　　キ　 28 　　ク　 29

①　アクチン
②　シャペロン
③  トロポニン
④　ノーダル
⑤　 PIN
⑥　コーディン
⑦　 BMP
⑧　カドヘリン
⑨　インテグリン

問 5　文章中の下線部（ 2）を行った人物として最も適当なものを、次の①～⑥のうちか
ら一つ選べ。　 30

①　シュペーマン
②　シュペーマンとマンゴルド
③　フォークト
④　ニューコープ
⑤　ガードン
⑥　ウィルマット
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【第 4問】　体内環境の維持、および生物の環境応答に関する次の文章（A・B）を読み、
以下の問い（問 1～問 6）に答えよ。（解答番号　 31 － 40 ）

A　さまざまな有害な体外環境の変動や病原体などからからだを守るしくみを総称して生
体防御という。適応免疫とは、特定の（　ア　）や（　イ　）が認識した異物にのみ特異
的に生じる強力な生体防御機構である。（　イ　）が活性化して感染細胞を攻撃し、細胞
内の病原体を除去する細胞性免疫と、（　ア　）が活性化して抗体と呼ばれるタンパク質
を分泌し、細胞外の病原体を除去する体液性免疫の 2つに分類できる。
ヒトのほとんどの細胞の表面には、主要組織適合遺伝子複合体（MHC分子、ヒトの
MHCは特にHLAと呼ばれる）がある。何らかの理由で臓器が機能しなくなった際に行
われる治療の一つに臓器移植がある。HLAが一致しない移植片に対しては、（1）拒絶反応
が起きる。
免疫反応は病気の予防や治療に活用されており、その例として（2）予防接種や血清療法
がある。

問 1　文章中の空欄（ア）、（イ）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑥のうち
からそれぞれ一つずつ選べ。　ア　 31 　　イ　 32

①　好中球
②　マクロファージ
③　B細胞
④　NK細胞（ナチュラルキラー細胞）
⑤　T細胞
⑥　マスト細胞

問 2　文章中の空欄（イ）に関する記述として最も適当なものを、次の①～④のうちから
一つ選べ。　 33

①　骨髄にある造血幹細胞から作られ、さらに胸腺に移動して成熟する。
②　赤血球が分化したものである。
③　抗原に特異的に活性化すると抗原を除去する作用をもつ抗体を分泌する細胞にな
る。

④　活性化後、増殖して同一の抗体を多数分泌する形質細胞に分化する。
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問 3　文章中の下線部（ 1）に関する記述として誤っているものを、次の①～④のうちか
ら一つ選べ。　 34

①　拒絶反応に関係するMHC分子には非常に多くの型があるが、同じ父母を持つ兄
弟姉妹間では、理論上およそ 4分の 1の確率で一致する。

②　自己のMHC分子に反応するリンパ球は、作られる過程で排除されるために、自
己と同じMHC分子を持つ細胞に対しては拒絶反応は起こらない。

③　細胞性免疫による拒絶反応を抑制するために、免疫抑制剤が使用される。
④　同種のネズミAと Bにおいて、ネズミAの皮膚をネズミBに移植した実験を行
った。移植した皮膚が拒絶反応によって脱落したネズミ Bの個体に、再度同じ
ネズミAの皮膚を移植すると、 1回目の移植の時よりも皮膚の脱落は遅く起こ
る。

問 4　文章中の下線部（ 2）に関する記述として最も適当なものを、次の①～④のうちか
ら一つ選べ。　 35

①　ワクチンによって刺激を受けてT細胞のみが記憶細胞となり、B細胞は全く関
与しない。

②　ワクチン接種後にワクチンと同様の病原体が侵入した場合には、抗原が急速に大
量に産生される。

③　あらかじめ死滅させた、あるいは弱毒化したウイルスや細菌、それらの表面にあ
るタンパク質などが用いられる。

④　ウシに感染するウイルス（牛痘ウイルス）をヒトの天然痘のワクチンとして初め
て使用した北里柴三郎の発見から生み出された感染症予防法である。
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B　植物には、花が咲き、受粉がおきると果実ができる種類がある。いくつかの植物では、
受粉の刺激により、めしべ内の（　ウ　）が増加し、（　ウ　）の作用で果実の形成が始
まることがわかっている。（　ウ　）の人工的な処理によって、受粉せずに果実を形成さ
せることができる植物もある。このような（　ウ　）のはたらきは、種無しブドウの生産
などに応用されている。
果実の成長には、（　エ　）も重要な役割を果たしている。受精が起きて種子が形成さ
れると、種子で（　エ　）がつくられるようになり、この（　エ　）が果実の肥大成長を
促進する。
果実はしだいに成熟し、果肉の軟化、果皮の変色などの変化が起きる。この成熟過程に
は、（3）エチレンが関与している。

問 5　文章中の空欄（ウ）、（エ）に入る語句として最も適当なものを、次の①～⑥のうち
からそれぞれ一つずつ選べ。　ウ　 36 　　エ　 37

①　アブシシン酸
②　ジャスモン酸
③　プラシスノステロイド
④　サイトカイニン
⑤　オーキシン
⑥　ジベレリン
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問 6　図は、文章中の下線（ 3）のはたらきを観察するための実験を示した模式図であ
る。密閉容器内にリンゴを保管し、一定の時間が経過すると、それぞれの容器の中の
リンゴはどのような変化を示すか。適当なものを、次の①～③のうちからそれぞれ一
つずつ選べ。回答に際し、同じ選択肢を複数回使用してもよい。なお、本実験の条件
として、通常の果実成熟変化は除外するものとする。　 38 　　 39 　　 40

未熟リンゴだけ

38

未熟リンゴと成熟リンゴ 未熟リンゴ+エチレン

未熟 未熟 未熟 未熟
エチレン
未熟 未熟未熟 成熟 未熟

39 40

図

①　すべて成熟が促進される。
②　すべて未熟なままとなる。
③　中央のリンゴは成熟し、左右のリンゴは未熟のままとなる。
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【第 5問】　個体群と植生に関する次の文章（A・B）を読み、以下の問い（問 1～問 8）
に答えよ。（解答番号　 41 － 50 ）

A　個体群内には、繁殖や摂食などに関わるさまざまな相互作用がみられる。例えば、（1）群
れや縄張りをつくり生活しているなどが挙げられる。（2）アユにおいては縄張りをもつ個体
と群れを形成する個体の両方がみられる。
また、生物は異種の個体間にも、直接的、間接的な相互作用があり、被食者−捕食者相
互関係や異種の生物どうしが結びつきを保って生活する共生などがある。被食者−捕食者
相互関係の特徴として被食者と捕食者の関係には周期的な変化があり、捕食者の密度が最
小になった後、被食者は（　ア　）し、捕食者は（　イ　）する。
捕食者は、被食者の個体数に影響を及ぼすだけでなく、（3）被食者や捕食者の形態や行動
などに影響をもたらすことがある。共生は互いが利益を得る相利共生と一方のみが利益を
得る（4）片利共生がある。

問 1　文章中の空欄（ア）、（イ）に入る語句の組み合わせとして最も適当なものを、次の
①～④のうちから一つ選べ。　 41

ア イ
① 増加 減少
② 減少 減少
③ 増加 増加
④ 減少 増加

問 2　文章中の下線部（ 1）に関する記述として誤っているものを、次の①～④のうちか
ら一つ選べ。　 42

①　群れを作ると個体群密度が高まり、密度効果による不利益もある。
②　小さな群れでは、各個体が周囲を警戒する時間が長くなる。
③　群れの大きさに関わらず、食物をめぐる争いの時間は一定である。
④　外敵などの要因が変化すると、最適な群れの大きさも変化する。
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問 3　文章中の下線部（ 2）に関する記述として最も適当なものを、次の①～⑤のうちか
ら一つ選べ。　 43

①　縄張りをもつアユは、縄張りに侵入しようとするアユを仲間にする習性がある。
②　群れのアユは、生活に有利な場所に群れを作る。
③　縄張りをもつアユは、アユの密度が高くなると、縄張りを解消して群れアユとな
ることがある。

④　縄張りをもつアユは食物を独占して大きく成長するが、繁殖には不利である。
⑤　アユが縄張りをもつか群れを形成するかには、縄張りから得られる利益と縄張り
の維持に必要な労力の大きさだけが関わっている。

問 4　文章中の下線部（ 3）の例として、擬態があげられる。擬態に関する記述として誤
っているものを、次の①～④のうちから一つ選べ。　 44

①　毒を備えた被食者が、目立つ色や模様を体にもつこと
②　毒をもたない種の個体の外見が、毒をもつ他の種の個体の形態に似ること
③　生物が、周囲の風景や他の生物と見分けがつかない色や形になること
④　捕食者が食物としない生物の姿・形に似ていること

問 5　文章中の下線部（ 4）の片利共生の組み合わせとして最も適当なものを、次の①～
⑤のうちから一つ選べ。　 45

組み合わせ
① ゾウリムシ シオカメウズムシ
② ダイズ 根粒菌
③ アブラムシ クロオオアリ
④ カクレウオ ナマコ
⑤ イソギンチャク クマノミ
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B　ある場所の植生が時間とともにしだいに変化していく現象を（5）遷移という。遷移の初
期段階に侵入する植物は（6）先駆植物と呼ばれる。
遷移初期は、土壌は（　ウ　）で、栄養塩類は（　エ　）、地表部に届く光の強さが

（　オ　）。

問 6　文章中の空欄（ウ）～（オ）に入る語句の組み合わせとして最も適当なものを、①
～⑧のうちから一つ選べ。　 46

ウ エ オ
① 未発達 少なく 弱い
② 未発達 少なく 強い
③ 未発達 多く 弱い
④ 未発達 多く 強い
⑤ 発達 少なく 弱い
⑥ 発達 少なく 強い
⑦ 発達 多く 弱い
⑧ 発達 多く 強い

問 7　文章中の下線部（ 5）に関する記述として適当なものを、次の①～⑤のうちから二
つ選べ。　 47 　　 48 　（順不同）

①　湖沼などから始まり、陸上の植生へ変化する一次遷移を乾性遷移という。
②　植生の遷移が進行した結果、大きな変化がみられなくなった森林を極相林とい
い、その状態を極相という。

③　乾性遷移では、土壌が形成された後に地衣類やコケ植物が侵入してくる。
④　二次遷移も、一次遷移と同様に長い時間をかけ遷移が進行する。
⑤　遷移の進行には、周辺の植生や地形的な要因が影響する。
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問 8　文章中の下線部（ 6）の植物として適当なものを、次の①～⑦のうちから二つ選
べ。　 49 　　 50 　（順不同）

①　ブナ
②　ハコネウツギ
③　ススキ
④　アカマツ
⑤　コケ植物
⑥　アラカシ
⑦　スダジイ


